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東
北
大
学
の
活
動
報
告

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
招
へ
い

分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
体
験

　

今
年
６
月
11
日
か
ら
６
月
17
日
ま
で
の
７
日
間
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
か
らN

asruddin

教
授
と
学
生

４
名
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
か
ら

Sucipta

教
授
と
学
生
４
名
の
計
10
名
を
東
北
大
学

流
体
科
学
研
究
所
に
招
へ
い
し
、
科
学
技
術
体
験
コ

ー
ス
の
交
流
活
動
事
業
「
生
命
・
工
学
分
野
を
融
合

し
た
学
際
研
究
に
お
け
る
日
本
の
先
端
的
分
子
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
体
験
交
流
」
を

実
施
し
た
。
な
お
、
本
交
流
内
容
は
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学

Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

東
北
大
学
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
は
２
０
２
０
年

度
に
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

し
て
い
る
。
当
時
は
コ
ロ
ナ
渦
で
や
む
な
く
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
実
施
で
あ
っ
た
が
、
同
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

を
き
っ
か
け
に
留
学
や
共
同
研
究
に
発
展
し
再
来
日

し
た
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
同
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に

参
加
し
た
複
数
の
学
生
が
東
北
大
学
へ
の
進
学
を
検

討
す
る
状
況
に
至
る
な
ど
、
日
本
の
科
学
技
術
へ
の

高
い
関
心
・
意
欲
を
持
つ
人
材
の
確
保
に
繋
が
っ
て

い
る
。
本
交
流
計
画
で
は
、
ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
が
新
た

な
交
流
先
と
し
て
加
わ
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

大
学
に
限
ら
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
よ
り
多
く
の

学
生
に
日
本
の
先
端
的
技
術
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日

本
へ
の
留
学
や
日
本
で
の
研
究
活
動
が
さ
ら
に
促
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

本
交
流
で
は
、
生
命
・
工
学
分
野
に
お
け
る
先
端

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
お
よ
び
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

技
術
に
関
す
る
実
践
型
の
講
義
を
４
日
間
に
わ
た
っ

て
行
い
、
学
生
ら
が
実
際
に
手
を
動
か
し
て
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
つ

い
て
学
習
し
た
。
分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
研
究
を
行
っ
て
い
る
馬
渕
研
の
学
生
に
も
協
力
者

と
し
て
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
関
す
る
細
か
な
質
問
に
も
対
応
し
つ
つ
、
同
年

代
の
学
生
同
士
の
国
際
的
な
交
流
を
促
進
す
る
こ
と

も
出
来
た
。
講
義
の
中
で
は
、
共
同
研
究
先
で
あ
り

ナ
ノ
ポ
ア
セ
ン
サ
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
長
岡

技
術
科
学
大
学
の
庄
司
先
生
を
講
師
と
し
て
招
待
し
、

当
該
分
野
の
紹
介
や
分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の

科
学
技
術

振
興
機
構	

『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激　
第
365
回

＝
特
別
連
載
＝
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コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所
の

実
験
系
の
９
研
究
室
に
ご
協
力
頂
き
、
研
究
室
見
学

を
実
施
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
流

体
科
学
に
関
連
す
る
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
様
な

先
端
研
究
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
よ
り
広

範
な
日
本
の
先
端
的
研
究
活
動
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
。
さ
ら
に
東
北
大
学
流

体
科
学
研
究
所
・
未
来
流
体
情
報
創
造
セ
ン
タ
ー
の

次
世
代
融
合
研
究
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
る
リ
ア
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
（
Ｒ
Ｗ
Ｓ
）
に
よ

る
３
次
元
可
視
化
技
術
の
体
験
も
行
っ
た
。

　

最
終
日
に
は
、
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校
を
訪
問

し
、
高
専
の
教
育
制
度
お
よ
び
大
学
・
高
専
間
の
交

流
に
つ
い
て
も
マ
テ
リ
ア
ル
・
バ
イ
オ
工
学
コ
ー
ス

の
山
本
先
生
よ
り
ご
紹
介
し
て
頂
い
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
大
学
に
限
ら
ず
日
本
の
教
育
研
究
機
関
と
の
連

携
促
進
に
も
期
待
が
高
ま
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た
り
、
多

大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
者
の
皆
様
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
東
北
大
学
流
体
科
学

研
究
所
の
教
員
、
職
員
、
学
生
の
皆
様
、
八
戸
高
専

の
関
係
者
の
皆
様
へ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉	

今
後
の
展
望

　

ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
の
学

生
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
外
に
留
学
す
る
こ
と
に
高

い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
留

学
生
は
博
士
課
程
へ
の
進
学
率
も
高
く
、
日
本
の
科

学
技
術
へ
の
高
い
関
心
・
意
欲
を
持
つ
人
材
の
確
保

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
本
交
流
を
通
じ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な

い
研
究
を
含
む
日
本
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
で
、
日
本
へ
の
留
学
や
日
本
で
の
研
究
活
動
の
さ

ら
な
る
促
進
、
延
い
て
は
国
際
的
な
頭
脳
循
環
へ
の

貢
献
が
期
待
で
き
る
。

◉	

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
後
日
談

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生
ら

か
ら
直
接
研
究
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
頻
繁
に
来

て
お
り
、
活
発
な
議
論
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
は
、
今
回
の
交
流
の
影
響
が
大
き
い
と

い
え
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
は
留
学
支
援
制
度

が
豊
富
に
あ
る
た
め
、
既
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
の

学
生
数
名
が
来
年
以
降
に
東
北
大
学
へ
の
短
期
留
学

を
予
定
し
て
い
る
。

◉	

一
緒
に
交
流
を
し
た	

　

	

日
本
の
学
生
へ
の
教
育
効
果

　

本
交
流
に
お
け
る
生
命
・
工
学
分
野
に
お
け
る
先

端
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
お
よ
び
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
技
術
に
関
す
る
実
践
型
の
講
義
で
は
、
東
北
大
学

の
学
生
ら
に
も
協
力
者
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
課
題
に
対
し
て
お
互
い
に
異
な
る
視
点
か
ら

新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
解
決
策
を
共
有
す
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
ま
た
、
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校
に
お

い
て
も
専
攻
科
の
学
生
ら
が
自
分
た
ち
の
研
究
や
高

専
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生
に

説
明
す
る
な
ど
、
同
年
代
の
学
生
同
士
の
交
流
を
通

し
て
国
際
性
に
富
ん
だ
若
手
研
究
者
の
育
成
に
も
貢

献
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
る
。
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